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　東北大学萩友会は、創立100周年を迎えた2007年に次の100年の大学づくりの礎として発足しました。本会は
14万人に及ぶ同窓生に加えて、約1万8千人の在校生、約6千人の教職員、そして在校生の家族等を会員とし、会員相
互の親睦と交流、発展に資するとともに、大学と会員とのコミュニケーションを密にして「東北大学コミュニティ」の
連帯意識の醸成、強化などを目指していきます。

　東北大学萩友会の会員（同窓生・在校生・現旧の教職員・在校生の家族等）が親睦・交流
を図るイベントとして、東北大学ホームカミングデー及び各地区での交流会を開催してお
ります。
　また、年次別同窓会を開催する際に世話役を担う第100 ～ 106期までの卒業生（各学
部選出）を年次別同窓会幹事として信任しました。

東北大学105周年ホームカミングデー
　東北大学ホームカミングデーとは、同窓生が旧友や恩師と再会し、在校生と親睦・交流を深めていただくため、そ
して何より「母校にかえってきていただきたい」という思いを込めた企画であり、2007年から毎年10月に開催し
ております。

平成24年10月6日（土）
�
・萩友会総会
　11：00 ～ 11：45
　　百周年記念会館　川内萩ホール

　同窓生・在校生代表者によるスピーチのほか、年次別同
窓会幹事を紹介しました。最後は、応援団のリードのもと
会場全体で学生歌を斉唱しました。
�
・仙台セミナー
　13：50～ 16：50
　　百周年記念会館　川内萩ホール

　「日本人の絆―震災と私たちのこころ―」
　講師の先生方による講演や、引き続き行われた鼎談を通
し、同窓生をはじめとした一般市民の方と一緒に、日本人
の絆について考え、理解を深めました。
　　　　「こころの絆を科学する」
　　　　　東北大学加齢医学研究所教授　　川島　隆太
　　　　「家族の絆のゆくえ」
　　　　　東北大学大学院法学研究科長　　水野　紀子

　　　　「絆と社会－東日本大震災の教訓」
　　　　　東北大学総長　　　　　　　　　里見　　進
　　　　　東北大学大学院文学研究科教授　佐藤　嘉倫
　　　　　河北新報社編集委員　　　　　　寺島　英弥

�
・在校生と卒業生との親睦会
　第1部　12：00～ 16：30　川内体育館
　第2部　17：00～ 18：00　川内の杜ダイニング

　同窓の先輩に学生生活の体験談を聞き、将来に関する相
談を行うなど、在校生と卒業生が親睦を深める場として開
催しました。
�
・秋の文化フェスティバル
　ステージの部　12：00～ 13：30
　展示の部　11：00～ 18：00

　学友会文化部加盟団体や同窓生の所属する文化団体が、
日頃の活動の成果を発表しました。
　参加団体　�（学内）マンドリン楽部、リコーダーアン

サンブル、ジャズオーケストラ、学友会
奇術部、美術部、写真部、書道部、（一般）
日本舞踊

学生歌斉唱

鼎談

会長挨拶

美術部・写真部・書道部による展示マンドリン楽部による発表

川島教授による講演

在校生と卒業生との親睦会第2部在校生と卒業生との親睦会第1部

講演 鼎談

■	 東北大学萩友会

東北大学萩友会員が一体となる「東北大学コミュニティ」の形成
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�
・ロビー・パフォーマンス
　11：35 ～ 13：40、16：30 ～ 17：20

　川内萩ホールのロビーをステージとして、学内外の参加
団体が、日頃研鑽している名演・美技を披露しました。
　参加団体　�（学内）ブルーグラス同好会、青葉城址

男声合唱団、書道部、邦楽部、モダンジャ
ズ研究会、MUSICA

　　　　　　（一般）合唱サークル若星 Z
�
・�東北大学105周年ホームカミングデー記念
コンサート
　18：00 ～ 19：30

　記念コンサートでは、世代や経歴を越えた総勢300名の
出演者がホームカミングデーのフィナーレを盛り上げました。
　参加団体　�男声合唱団、OB会合唱団、混声合唱

団（現役）、混声合唱団同窓会「秋の子」、
邦楽部、東北大学交響楽団

東北大学萩友会ネットワークの運用開始に向けて
　各地域同窓会では個人情報保護法により、新しい同窓生情報を必要としているにも関わら
ず、取得・管理が難しい状況にあります。現在、既存システムと連携を図りながら、萩友会ネッ
トワーク運用について検討を進めています。
　萩友会ネットワークでは、各学部・地域・職域・サークル等の区分で同窓生、在校生等の検
索が可能となり、世代や学部、更には地域等をも越えた「東北大学コミュニティ」の連帯意識
が形成されることが期待されます。

各地区での交流会
　同窓生や在校生の保護者等を対象に2009年か
ら各地区で交流会を開催し、本学の現況や最先端の
研究成果等を紹介しながら親睦・交流を深めること
で、本学及び萩友会の活動への理解と関心を深めて
いただくことにより、当該地区における大規模な

「東北大学コミュニティ」の醸成を図っております。

年次別同窓会幹事の信任
　東北大学萩友会年次別同窓会幹事は、10年後、20年後等の節目に東北大学コ
ミュニティの醸成を目的とする「年次別同窓会」開催の折に世話役を担うものです。
　平成24年度は今春卒業した第106期幹事が信任されました。

合同ステージ

モダンジャズ研究会による発表

在校生によるステージ（邦楽部）

書道部によるパフォーマンス

東北大学105周年関東交流会 東北大学105周年九州交流会 東北大学106周年萩友会関西交流会
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